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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和４年９月２７日 

件 名 令和４年度産業経済部 主要施策の進捗状況について 

所管部課 産業経済部 産業政策課、企業経営支援課、産業振興課 

内 容 

 令和４年度産業経済部の主要施策について、「突き抜け」「底上げ」「消費喚

起」を重点項目とし、以下の各事業を実施しており、その進捗状況を報告する。 

 

１ 意欲的な事業者の支援体制強化による「突き抜け」 

  多くの事業者の課題は売上の伸び悩みや減少に起因しており、事業者のレベル

に合った売上を増加していくための仕組みづくりを支援する。 

（１）海外販路拡大支援事業 

   ８月に出展した香港の展示会の実績について報告する。 

  ア 展示会名、出品事業者等 

展示会名／会場／出展期間 出品事業者 出品商品 

【名称】香港Ｆｏｏｄ Ｅｘｐｏ 

【会場】香港会議展覧中心（香港コン

ベンション＆エキシビジョン

センター） 

【期間】８月１１日～１４日 

（イベント期間は８月１１日

～１５日だが、出展エリアは

１４日まで） 

篠原製菓 
おこし、プラリネ 

（全６種） 

ワタトー 
五家宝、きなこ菓子 

（全６種） 

  イ 実績 

  （ア）バイヤー訪問社数  約８０社（ブース訪問者数は約８００名） 

  （イ）商談見込みバイヤー数（連絡先交換数） ２０社（目標１０社） 

    ※ 進行中の商談数   １０件（５件×２社） 

※ 試食・サンプル用商品の販売数量／売上金額 

・ 篠原製菓 １６８点／９３，８３５円（８月１４日為替レート） 

・ ワタトー  ７５点／４３，９７１円（８月１４日為替レート） 

  ウ 現地パートナーからのフィードバック概要 

  （ア）会場・ブース全体 

     ・ 来場者が多く、コロナ以前を含む例年以上の賑わいだった。 

・ ブース訪問者の内訳は、約１割がバイヤー、約９割が一般客。 

  （イ）篠原製菓の商品について 

     ・ 柿の種を使った塩味のあるおこし（特にワサビ味）が人気だった一

方、通常のおこしやプラリネは、やや甘過ぎるとの意見もあり。 

・ バイヤー、一般客ともに味と価格への満足度が総じて高かった。 
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  （ウ）ワタトーの商品について 

     ・ アレンジ商品（ココア、抹茶味等）よりも、甘さ控えめで伝統的な

きなこ菓子の味が好まれ、通常の五家宝が一番人気だった。 

     ・ バイヤーからは、豊富な栄養素を含むきなこ菓子の評価が高く、健

康志向の強い富裕層向けに訴求する戦略が良いとの意見あり。 

  （エ）今後の成果見込み 

     ・ 大手日系スーパーから打診を受け、１０月中旬に開催予定の日本を

テーマにしたＰｏｐＵｐイベントに出店予定（２社ともに対象）。 

     ・ 大手日系スーパーやビーガン向けオンラインストア等４社と９月中

に商談予定あり（いずれも２社ともに対象）。 

  エ 今後の予定 

  （ア）令和３年度からの参加事業者 

     海外展示会の「経験者」と「未経験者」では、展示会での目標等が異な

るため、各事業者の状況に合わせた支援を行っていく。 

     ・ 令和４年１２月 デザイン深圳（中国）に７社が出展 

     ・ 令和５年１月  シンガポールアートウィーク商談会に約５社出展 

       ※ シンガポールの出展事業者は現在調整中 

（イ）令和４年度からの参加事業者 

・ 令和４年１２月～令和５年１月 香港でのテスト販売に６社が参加 

 

２ 事業者の課題解決と経営意欲の「底上げ」 

  コロナ禍で苦しむ区内事業者の課題解決と経営意欲の向上等を図るため、新た

な支援施策として設置した「事業者なんでも相談員」と「ウェブ活用アドバイザ

ー」の４月～８月の相談実績を以下のとおり、報告する。 

（１）事業者なんでも相談員（１名） 

ア 相談実績（件） 

 訪問 電話 窓口 合計 

４月 ６ ４ １ １１ 

５月 ５ ６ ２ １３ 

６月 ５ ５ ３ １３ 

７月 ５ ２ ０ ７ 

８月 １４ ３ １ １８ 

合 計 ３５ ２０ ７ ６２ 

 ※ 原則、事業者を訪問し、伴走支援で１件ずつ丁寧に対応 

 

イ 主な相談内容と対応 

    ・ 利用できる補助金を教えて欲しい。 

（対応） 

       相談者の事業内容や要望を伺ったうえで、国・都・区で利用可能な助

成制度を適宜、案内。 
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・ 集客したいが、どうしたら良いかわからない。 

（対応） 

顧客ターゲットを絞るため、マーケティングの考え方の講義を複数回 

かけて実施。 

 

ウ 飛び込み訪問と事業周知 

・ チラシ配布件数（累計）１０８件  

※ うち、経営者と話ができた件数 ４５件  

 

（２）ウェブ活用アドバイザー（１名） 

ア 相談実績（件） 

 訪問 電話 窓口 合計 

４月 １４ ０ １ １５ 

５月 １６ １ １ １８ 

６月 １９ ０ １ ２０ 

７月 １１ １３ ６ ３０ 

８月 １０ ５ １ １６ 

合 計 ７０ １９ １０ ９９ 

 

イ 主な相談内容と対応 

・ ＳＮＳを活用し新規客獲得を目指したい。 

（対応） 

      ＬＩＮＥ公式を立ち上げ、クーポン等を活用した利用客の囲い込みを

提案。今後も伴走支援を進めていく。 

・ ホームページの活用方法、ＳＥＯ（※1）対策、ＳＮＳの運用をアド 

  バイスしてほしい。 

（対応） 

ブログを使ったＳＥＯ対策を中心に、インスタグラムの写真の撮り方、 

ハッシュタグ（※２）の考え方をアドバイス。今後も伴走支援を進めていく。 

 

     ※１ ＳＥＯ：「Search Engine Optimization」の略で、検索エンジン上 

で特定のキーワードの検索をした際に、検索結果の上位に  

表示されるようにサイトを改善すること。 

 

※２ ハッシュタグ：「#（ハッシュマーク） + 文字列」の形で利用され 

          るのが一般的。インスタグラムやツイッター等の SNS

で活用され、興味のある投稿等の検索を容易にでき

る。 
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３ コロナ禍により落ち込んだ区内の「消費喚起」 

区制９０周年記念事業として、コロナ禍の影響を受けた区内経済の消費喚起策

を実施し、１年を通じて行う切れ目のない経済支援について進捗状況を報告す

る。 

（１）「㊗キャッシュレス還元祭de９０周年事業」 

ア 概要 

実 施 期 間 令和４年１１月１４日～１２月３１日 

対 象 店 舗 

足立区内のPayPay加盟店舗のうち、大手事業者（資本

金５,００１万円以上の法人が運営する店舗およびFC

店舗）を除く。 

ポイント付与対象者 年齢・居住地等不問 

予 算 額 
１５億１千５百万円（当初予算額８億８千５百万円、 

第３号補正予算額６億３千万円） 

付 与 率 ３０％ 

付 与 上 限  

３，０００ポイント／回    

２０，０００ポイント／期間 

１ポイント＝１円相当 

イ 受託事業者 

PayPay株式会社 

東京都千代田区紀尾井町1番3号 

 

ウ 事業者の特長 

（ア）利用率が最も高い 

二次元コード決済サービスについて現在最も利用率が高く４５．４％ 

（イ）区内導入店舗での利用率が非常に高い（足立区調査：６７０店） 

・ スマホ決済導入店舗（２５３店）のうち、９１．７％が「PayPay」を 

導入している 

・ スマホ決済導入店舗のうち、１事業者のみ扱う店舗(１００店)の８７％ 

が「PayPay」を単独で取り扱っている 

（ウ）自治体とのキャンペーン実績が多数ある 

・ 開催数：４９１回（令和４年５月開催まで） 

・ 自治体数：３１０ ※２３区では１４区が実施済 

    ・ うち 2回目以降を実施した自治体数：１３１（実施予定含む） 

（エ）使い勝手が良い 

「あと払いサービス」を提供しているのは、国内では PayPayのみ 

 

（２）「第２回㊗レシート事業 de９０周年事業」 

昨今の物価高対策、更なる消費喚起、第１回目が好評だったことを踏まえ、 

令和４年度末から令和５年度初めに９０周年事業の締めくくりとして、レシー

ト事業を外部委託にて再度実施する。    
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 ア 事業概要 

（ア）対象者数 

５万人（想定） ※申請は一人１回、区外在住でも可 

【設定理由】 

・ 利用者・店舗共に 1回目よりも事業への認知・期待度が上がると想 

定できるため。 

⇒ １回目の最多見込み申請数３０,０００件の１.５倍超の５０,０００

件を目標とした。 

（イ）対象店舗 

区内店舗（大型店を除く） １,４００店以上 

（ウ）キャンペーン内容 

① ㊗スタンプが押された９００円以上（税込）の２店舗以上のレシー 

ト９枚で、区内共通商品券２,０００円分をプレゼント 

② レシート９枚のうち、「あだちの輝くお店セレクション」選出店の 

レシートが含まれている場合は、区内共通商品券２,５００円分を 

プレゼント 

③ 本事業登録店には、協力金として１０,０００円を支給 

 

（エ）１回目との事業比較 

    (A) 

２回目事業費 

(B) 

１回目事業費 

(C) 

(B)を(A)の規模 

で実施した場合 

 (B)*1.76 

事業期間 
（準備期間含む） 

令和４年１１月 
～令和５年８月 

令和３年１１月 
～令和４年７月 

 

キャンペーン期間 
（㊗スタンプ押印） 

令和５年３月２２日 
～５月２１日 

（２か月間） 

令和４年４月１日 
～５月３１日 
（２か月間） 

 

申請件数 50,000 件想定 28,289件  
登録店舗数 1,400 店以上 実績 1,394店  
商品券購入 
・発送料 

141,550 千円 76,586千円    134,790千円 

登録店協力金 
・手数料 

21,100 千円 13,940千円    24,534千円 

その他 
事務経費 

122,217 千円 42,151千円 74,186千円 

合計（税込） 284,867 千円 132,677千円 233,510千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 事務スペース・書類保管場

所・事務用品（用紙・トナー代）・電

気代・通信費・商品券運搬等にかかる

費用は算出不能 
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イ 事業スケジュール 

店舗募集 令和４年１２月 

申請セット配布 令和５年 ２月 

キャンペーン期間 令和５年 ３月２２日～５月２１日 

 

  ウ 予算額 

  （ア）総事業費  ２８４，８６７千円（委託料・令和５年度債務） 

                     ※ ５号補正にて計上 

  （イ）契約期間  令和４年１１月～令和５年８月 

    

エ 経済効果（店舗売上及び商品券発行額） 

５３０，０００千円 

    【内訳】 ・ 申請にあたっての店舗売上 ４０５,０００千円 

           ９００円×９枚×５万件＝４０５,０００千円 

・ 商品券発行額 １２５,０００千円 

           ２，５００円×５万件＝１２５,０００千円 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

今後も意欲的な事業者の支援による「突き抜け」、事業者の課題解決による「底

上げ」、区制９０周年と連動した「消費喚起」の三本の柱を丁寧に展開し、地域経

済の支援を複層的に行っていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和４年９月２７日 

件  名 
地域経済活性化基本計画改定の進捗状況及びパブリックコメントの実施

について 

所管部課 産業経済部 産業政策課 

内  容 

地域経済活性化基本計画の改定に向けた検討を行っている経済活性化会

議の開催結果について報告するとともに、経済活性化会議で委員からいた

だいたご意見【別紙１】を踏まえて作成した「地域経済活性化基本計画の

改定案」【別添資料】について、区民から広く意見を募集し反映させるた

め、パブリックコメントを実施する。 

 

１ 第２回経済活性化会議の開催結果 

開催日時 令和４年９月６日（火） １０時～１２時 

委員構成 
（１２名） 

学識経験者２名 
区内事業者等１０名 

出席委員 
（８名・五
十音順） 

学識経験者２名 
（文教大学 経営学部教授、流通経済大学 経済学部教授） 
区内事業者等６名 
（足立荒川職業協会、足立区工業会連合会、足立区商店街
振興組合連合会、しまや出版、ＴＯＫＹＯ町工場ＨＵＢ、
西新井青色申告会） 

審議事項 ・ 地域経済活性化基本計画の全体改定案 

 

２ パブリックコメントの実施予定 

実施期間 令和４年９月２８日（水）から１０月２７日（木） 

公表方法 

・ 区ホームページへの掲載 
・ ＳＮＳによる周知 
・ あだち広報掲載 
・ 産業政策課、政策経営課、区政情報室、中央図書館、

各区民事務所における配布 

 

３ 今後の予定 

令和４年９月下旬 
～１０月下旬 

パブリックコメント実施 

令和４年１１月 
パブリックコメントに寄せられた意見に対する区
の考え方を公表 

令和４年１１月 第３回経済活性化会議開催（計画答申案） 

令和４年１２月 
パブリックコメント実施結果及び計画答申案につ
いて委員会で報告 

令和５年１月 計画の完成について委員会で報告 
 

問 題 点 

今後の方針 

経済活性化会議やパブリックコメントで寄せられた意見を反映させ、地域

経済活性化基本計画の答申案を取りまとめる。 
 



別紙１ 

9 
 

９月６日開催 経済活性化会議 委員の主な意見と対応方針 

１ 主な意見と対応方針 

番号 該当箇所 意見の内容 計画への反映 

１ 
２５～２８ 

ページ 

柱１、２の「突き抜け」「底上げ」

の表現はわかりやすくインパクトが

あって良い。 

黒の太枠ではもったいないので、

色やフォントでさらに強調してはど

うか。 

太枠を青色に変更し、見出し文字

を大きくして強調する。 

２ ３１ページ 

事業系食品ロス削減事業の説明に

「ＡＩシステム」という表現がある

が、ＡＩという用語を使用するので

あれば、誤解のないよう定義を明確

にすべきではないか。 

誤解が生じる可能性のあるＡＩと

いう用語は使用せず、「データ解析」

といった他の言葉を使用した表現に

見直す。 

 
３ 

３１ページ 

柱１「突き抜け」の施策の方向性

に、「先進技術の導入に挑戦する意欲

的な事業者の支援」といった記載が

あるが、これに該当する事業や指標

はあるか。 

「先進技術の導入」を支援する取

り組みとして、大学との共同研究の

促進や新製品開発に向けた技術勉強

会等を行う「産学公技術連携促進事

業」を個別事業に追記する。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和４年９月２７日 

件  名 緊急経営資金（新型コロナウイルス対策資金）の受付状況について 

所管部課 産業経済部 企業経営支援課 

内  容 

 

新型コロナウイルス感染拡大による緊急経営資金の受付件数等、融資実行

状況の令和４年８月末までの実績について、以下のとおり報告する。 

 
 

１ 緊急経営資金等受付件数 

月 緊急経営資金 
セーフティ 

ネット４号 

セーフティ 

ネット５号 

危機関連 

保証 

Ｒ２.３月 ８３９件 １４０件 ３３件 １件 

４月 １,５１０件 ３４１件 ４４件 ５６件 

５月 ８２７件 ７６７件 １０６件 １５１件 

６月 ５９８件 ８５８件 １７７件 １６３件 

７月 ３９１件 ６５１件 １５１件 １２１件 

８月 ２９０件 ４１９件 ９２件 ５３件 

９月 ２５１件 ３８８件 ６６件 ６３件 

１０月 １８８件 ３４５件 ６９件 ４２件 

１１月 １８２件 ３４０件 ６５件 ６５件 

１２月 １６６件 ３１１件 ６６件 ５７件 

Ｒ３.１月 １２９件 ２１７件 ４６件 ３７件 

２月 １６９件 ３０３件 ４２件 ３５件 

３月 ３１２件 ７０９件 １８１件 １３９件 

４月 ９４件 １０７件 ２７件 １９件 

５月 １４３件 ８４件 ７件 １２件 

６月 １８４件 ９１件 １１件 １４件 

７月 １６９件 ９４件 １０件 １１件 

８月 １４１件 ９６件 ７件 １４件 

９月 ２７７件 １４６件 ６件 １７件 

１０月 １２６件 ８２件 ７件 ６件 

１１月 １６０件 １００件 １５件 ２０件 

１２月 １６６件 １２３件 １３件 １８件 

Ｒ４.１月 １２５件 ９３件 ７件  

２月 ２３７件 １８２件 １４件  

３月 ５０５件 ２６４件 ２５件  

４月 １３０件 １０１件 ６件  

５月 １４３件 ９７件 ７件  

６月 ２１６件 １５０件 ８件  

７月 １４６件 ８６件 ５件  

８月 ６３０件 ２０１件 １１件  

計 ９,４４４件 ７，８８６件 １，３２４件 １，１１４件 

 ※令和４年８月１日から融資上限額を１０００万円から２０００万円に
引き上げたため、申請数が前月と比べ４８４件、増加した。 
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  新型コロナウイルスに係るセーフティネット等の各申請期限は、セー

フティネット４号及び５号が令和４年９月３０日から１２月３１日まで

延長された。また、危機関連保証の申請は令和３年１２月３１日をもっ

て終了した。 

 

※ セーフティネット保証とは 

様々な突発的事由によって経営が困難（売上高等が減少）となった

中小企業者を対象に、信用保証協会が通常の保証限度額とは別枠で

保証を行うもの。市区町村が認定する。 

・ ４号 自然災害等の突発的災害を対象として全都道府県を指定。原則 

として最近１か月間及び最近３か月間の売上高等が前年同月と比べて 

２０％以上減少している場合、保証協会が債務の１００％を保証する。 

・ ５号 全国的に業績が悪化している業種を指定。原則として最近 

１か月間及び最近３か月間の売上高等が前年同月と比べて５％以上 

減少している場合、保証協会が債務の８０％を保証する。 

・ 危機関連保証 大規模な経済危機、災害等により中小企業につ 

いて著しい信用の収縮が全国的に生じており、実際に売上高等の 

減少がみられる中小企業者を支援するための措置。原則として最 

近１か月間及び最近３か月間の売上高等が前年同月と比べて１５％ 

以上減少している場合、保証協会が債務の１００％を保証する。 

セーフティネット保証との併用が可能。 
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２ 融資実行件数等  

月 融資実行件数 実行金額 信用保証料補助額 

Ｒ２.３月 ２４件 １８５,５００千円 ４,８３５千円 

４月 ６８３件 ４,８７７,２００千円 １３０,００９千円 

５月 ８８２件 ６,１００,６００千円 １５７,７５２千円 

６月 ８０８件 ５,３１５,８８０千円 １４１,８６７千円 

７月 ６２４件 ４,２３９,７００千円 １１６,４１６千円 

８月 ４８７件 ３,３４８,４００千円 ８５,７８３千円 

９月 ３９０件 ２,７１０,４００千円 ７１,０１３千円 

１０月 ２９５件 １,７７２,５００千円 ４４,１１０千円 

１１月 １７１件 １,０６９,１１０千円 ２７,６０１千円 

１２月 １８６件 １,０７３,３００千円 ２９,１０８千円 

Ｒ３.１月 １５３件 ９４７,２００千円 ２２,１５１千円 

２月 １０１件 ４９８,０００千円 １１,９２５千円 

３月 １６７件 ８７９,５００千円 ２２,３０５千円 

４月 ２１９件 １,２６２,７７０千円 ３３,１００千円 

５月 １３１件 ６６１,４００千円 １７,２２２千円 

６月 １６６件 ６９１,２５０千円 １６,５８６千円 

７月 １３４件 ６８９,２４０千円 １７,０３５千円 

８月 １５５件 ７５９,８００千円 １７,０７５千円 

９月 １５５件 ７７３,８００千円 １７,３３８千円 

１０月 ２３９件 １,２３５,４００千円 ２９,１９２千円 

１１月 １１７件 ５５８,１００千円 １２,８２６千円 

１２月 １５７件 ７３５,６００千円 １７,９０１千円 

Ｒ４.１月 １３５件 ６６９, ３２０千円 １６,４１３千円 

２月 １１６件 ５１８,８４０千円 １２,７２７千円 

３月 ２０５件 １,０２７,４００千円 ２１,９６９千円 

４月 ３８４件 １,９１０,７００千円 ４３,９６１千円 

５月 ２１０件 ９１６,１５０千円 １９,０８４千円 

６月 １４０件 ６４６,１９０千円 １３,４８９千円 

７月 １９５件 ９８５,３８０千円 １８,８１８千円 

８月 ２５４件 １,６１９,７００千円 ４２,４５７千円 

計 ８,０８３件 ４８,６７８,３３０千円 １,２３２,０６８千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

緊急経営資金については令和４年度末まで期間を延長している。引き続き、

新型コロナウイルス感染や物価高等の状況を注視していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和４年９月２７日 

件  名 「光の祭典２０２２」実施方針について 

所管部課 産業経済部産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「光の祭典２０２２」について、以下のとおり実施方針を決定したの

で、報告する。 

 

１ 実施方針について 

  新型コロナウイルス感染症拡大のリスクを考慮し、イルミネーショ

ンのみ実施する。 

（１）イルミネーション実施場所 

  ア 元渕江公園（保木間二丁目１７番１号） 

   ※ 令和２年度、３年度は中止 

  イ 竹ノ塚駅前 

  ウ 竹の塚けやき大通り（約１．２ｋｍ） 

（２）中止するイベント 

   点灯式、ステージショー・物産展、ほっとカフェテリア 

  ※ 令和２年度、３年度に実施したデジタルコンテンツ（プレゼン

ト企画含む）は実施しない。 

 

２ イルミネーション実施期間・点灯時間について 

（１）元渕江公園 

  ア 実施期間 

    令和４年１２月３日（土）～令和４年１２月２５日（日） 

  イ 点灯時間 

    午後５時～午後９時 

（２）竹ノ塚駅前、竹の塚けやき大通り 

  ア 実施期間 

    令和４年１２月３日（土）～令和５年１月９日（月・祝） 

  イ 点灯時間 

    午後５時～午後１０時 

 

３ 新型コロナウイルス感染症に対する主な対策について 

（１）会場全体の管理 

  ア 飲食の禁止 

  イ 来場者同士の間隔を２ｍ（最低１ｍ）確保するよう呼びかけ、

密集を回避 

（２）入退場管理 

   メイン入退場口３か所で、マスク着用の確認、消毒・検温器材の
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設置、COCOAインストールの呼びかけ 

（３）フォトスポット等の管理 

   足跡マーク設置等により間隔を確保、警備員の配置 

 

４ 連携イベント「イルミネーションサンアヤセ」について 

  主催者のサンアヤセ商店街振興組合から、「イルミネーションサンア

ヤセ」については、「光の祭典２０２２」の集客イベントを行わないた

め開催を見送ると回答があった（担当 産業振興課）。 

問 題 点 

今後の方針 

・ 実施方針について、地域や関係団体への説明を丁寧に行っていく。 

・ 準備・実施期間を通じて、新型コロナウイルス感染症の状況及び国

や都の動向を踏まえた対応をしていく。 

・ 地元商店街に来場者が足を運ぶ連携企画を検討していく。 
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